[bookmark: _GoBack]ねこ
あれは１年ぐらい前の話だろうか…。
[bookmark: 犬]事務所の軒先に黒い子猫が迷い込んで鳴いていた。
その姿があまりに不憫だったので、近所のスーパーに行って、キャットフードや牛乳を買ってきて、子猫に与えてやった。
[bookmark: 鳥]すると、次の日から決まった時間に軒先に顔を出して、ミャーミャーミャーミャーやり出した。仕方がないので何度かキャットフードを与えてやると、味をしめたのか、すっかり事務所の飼い猫のようになってしまった。
[bookmark: 豚]慣れてくると、猫も図々しくなり、事務所の前を「エサはまだか、エサはまだか」と言いたげに、堂々と歩き回るようになってしまった。
それだけではない。子猫はどうやらメスだったようで、３～４か月前に子供を４～５匹産んだようで、事務所の周辺を徘徊する猫の数が急に増えだした。それにつれて、与えるえさの量もどんどん増えていき、最初は小皿にキャットフードを盛っていたのが、少し経つと高さがある小皿に、それでも足りなくて、今では直径15センチほどの深い皿にエサをいれるようになった。
最初のころは１日１回朝に与えていたのが、「足りない足りない」と催促するように入口に近寄ってきたので、朝晩２回に、それでも足りなさげに私を見つめる。仕方がないので人間同様、朝昼晩の1日３回、「ねこ様」にエサを与えさせていただいている。事務所に来る人が口々に「かわいいかわいい」と言ってくれるので、多少なりとも会社の利益に貢献はしていると思うが、「いい加減、歯止めをかけなければいけないかなぁ」と思う、今日この頃である。
